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来
る
六
月
三
・
四
・
五
日
の

三
日
間
に
わ
た
っ
て
全
日
本
社

会
人
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

選
手
権
大
会
並
び
に
矛
一
回
フ

イ
ジ
ッ
ク
コ
ン
テ
ス
ト
が
高
萩

高
校
体
育
館
に
お
い
て
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
茨
城
県
が
昭
和

四
十
五
年
に
国
体
を
誘
致
す
る

た
め
、
現
在
県
民
運
動
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
国
体

開
催
の
時
は
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
会
場
と
し
て
高
萩
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
大

会
は
来
る
べ
き
国
体
に
備
え
て

成
功
裡
に
終
了
出
来
る
よ
う
県

体
育
協
会
と
高
萩
市
の
後
援
に

よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

わ
が
国
の
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
競
技
は
、
承
な
さ
ん
も

垣

癖
牌

蕊
円

Ⅱ

血

狙

踏
純
鰡

駕篭瀧騨蕊

鯉識識辮』』』猫

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
そ
の
世
界

的
水
準
が
一
昨
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ヅ
ク
に
お
い
て
実
証
さ
れ

日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
の
最
高
峰
を

ゆ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

参
加
選
手
は
全
国
か
ら
一
五

○
名
、
職
場
国
体
四
十
五
チ
ー

ム
が
参
加
さ
れ
ま
す
。

ｌ
競
技
日
程
１

才
一
日
六
月
三
日

開
会
式
（
八
時
三
十
分
）

○
フ
ラ
イ
級
（
駆
峪
ま
で
〕

○
バ
ン
タ
ム
級
（
弱
晦
ま
で
）

○
フ
ェ
ザ
ー
級
（
印
峪
ま
で
）

オ
ニ
日
六
月
四
日

○
ラ
イ
ト
級
（
師
・
５
〃
）

○
ミ
ド
ル
級
（
石
的
ま
で
）

○
ラ
イ
ト
へ
、
ビ
ー
級

（
距
・
５
“
）

ｌ
競
技
の
見
方
’

○
階
級
前
記
の
通
り
八
階
級

に
分
れ
ま
す

○
競
技
種
目

プ
レ
ス
（
両
腕
に
よ
る
お

し
あ
げ
）

ス
ナ
ッ
チ
（
両
腕
に
よ
る
ひ

き
あ
げ
）

ジ
ャ
ー
ク
（
両
腕
に
よ
る
さ

し
あ
げ
）

○
競
技
方
法

１
、
競
技
者
は
競
技
開
始
一
時

矛
三
日
六
月
五
日

○
ミ
ド
ル
ヘ
ビ
ー
級

（
卯
卸
ま
で
）

○

ヘ

ビ

級
（
卯
栩
を
こ
え
る
）

※
ヘ
ビ
ー
級
終
了
後
フ
イ
ジ
ッ

ク
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
う

上
木
製
台
上
で
演
技
す
る
》
つ
ゆ
〆
き
億
食
欲
が
な
く
な

３
、
競
技
者
は
一
種
目
の
運
動
》
り
、
胃
腸
の
活
動
が
に
ぶ
く
な

に
つ
き
各
自
熟
慮
決
定
し
た
》
り
が
ら
で
す
。
ビ
タ
、
、
、
ン
類
も

定
量
に
て
三
回
試
技
す
る
、
》
欠
乏
し
堂
す
。
盲
た
食
品
が
腐

こ
の
際
競
技
の
進
行
に
遅
‘
れ
価
敗
‐
是
ｌ
す
ぐ
、
中
毒
を
お
こ
し

》
た
り
伝
染
病
に
か
か
り
や
す
く

い
よ
§
注
意
坪

４
、
競
技
催
二
・
五
キ
ロ
、
つ
つ
》
な
殉
》
ま
す
。

ハ
ヒ
タ
、
、
、
ン
不
足
に
は
、
総
合

の
重
競
の
増
加
で
運
行

》
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
な
ど
で
補
う
こ
と

５
、
競
技
者
は
矛
二
試
技
に
お
《
も
必
要
で
す
が
、
料
理
の
く
ふ

い
て
五
キ
ロ
以
上
矛
三
試
技
《
う
に
よ
っ
て
、
￥
ハ
ラ
エ
テ
イ
に

に
お
い
て
二
・
五
キ
ロ
以
上
恥
と
ん
だ
食
事
を
と
る
こ
と
が
肝

の
増
加
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
錨
心
で
す
。

オ
ニ
試
技
に
お
い
イ
二
・
五
蝿
中
毒
や
伝
染
病
を
ふ
せ
ぐ
に

キ
ロ
の
増
加
は
最
後
の
試
技
》
は
画
お
台
所
の
清
潔

と
み
な
さ
れ
る

神
②
飲
料
水
を
井
戸
に
た
よ

６
、
成
績
は
プ
レ
ス
、
ス
ナ
ッ
乱

る
と
こ
ろ
で
は
水
の
検

チ
、
ジ
ャ
ー
ク
の
一
三
種
目
の
》
査

叱

最
良
記
録
を
合
計
し
て
決
定
》
⑥
不
潔
な
ど
ご
き
ぶ
り
の

す
る
、
も
し
同
一
級
内
に
お
〉
完
全
退
治

い
て
同
成
績
と
な
っ
た
場
合
咽
④
ハ
エ
や
ヵ
の
駆
除
な
ど

に
十
分
気
を
く
ば
る
こ

は
体
重
の
軽
い
者
が
勝

》
と
で
す
。

７
、
競
技
者
が
矛
一
二
回
の
試
技
《
こ
の
雨
季
を
乗
り
き
る
た
め

に
世
界
記
録
の
確
立
に
近
つ
い
に
、
し
↑
〈
１
料
理
を
お
す
す
め

い
て
い
る
な
ら
ば
競
技
者
の
ふ
し
ま
す
し
＊
ハ
ー
に
は
、
良
質

意
志
で
矛
四
回
の
試
技
を
許
岬
の
蛋
白
質
や
脂
肪
は
も
と
よ
り

１
２

さ
れ
る
叩
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
Ｂ
Ｂ
、
Ｄ
が
そ
る

》
っ
て
い
ま
す
。

観
客
の
み
な
さ
ん
へ
恥
こ
の
中
で
も
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は

見
誕
癖
恥
燕
諦
痒
置
竺
顕
雄
禮
》
》
私
詐
》
喬
曄
椛
滝
軸
垂
掘
潅

た
応
援
を
せ
ず
、
美
し
い
精
神
恥
野
菜
も
豊
富
に
出
回
り
、
フ

と
す
ぐ
れ
た
技
を
た
た
え
ス
ポ
ハ
キ
、
ウ
ド
、
エ
ン
ド
ウ
、
タ
ケ

ー
ッ
の
よ
り
工
い
漿
展
を
希
う
岬
ノ
コ
、
、
、
、
シ
・
〈
な
ど
は
、
独
特

こ
と
。
》
の
東
洋
風
の
味
を
も
っ
て
い
て

入
場
者
は
入
場
券
が
必
要
で
咽
食
欲
を
そ
七
り
ま
す
、
を
た
新

す
の
で
大
会
事
務
局
（
市
教
育
押
し
い
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
も
出
回

委
員
会
）
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
《
り
ま
す
か
ら
、
お
い
し
い
食
事

希
望
の
方
は
お
い
で
下
さ
い
。
函
を
く
ふ
う
し
て
下
さ
い
。

間
前
に
検
量
さ
れ
る

と
、
競
技
は
各
級
毎
に
行
わ
れ

四
米
方
の
厚
さ
十
セ
ン
チ
以

439－
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◇
地
方
税
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
昭
和
四
十
一
度
か
ら
新
し
い
◇

必
方
法
に
よ
っ
て
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ
る
幹

◇
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
◇

◇
す
で
に
昭
和
四
十
一
度
矛
一
期
分
は
、
さ
る
四
月
に
納
税
題
◇

“
知
害
が
発
送
さ
れ
、
納
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
改
正
に
よ
る
土
函

◇
地
の
価
額
算
定
方
法
に
つ
い
て
解
説
し
て
み
ま
し
た
。
◇

／
…
…
・
…
・
・
・
・
‐
・
・
：
。
：
．
：
。
、

》
固
定
資
産
税
額
の
算
定
油

》
方
法
は
Ｉ
‐
‐
‐
１
１
１
‐
‐
．

、
…
・
…
…
。
：
。
：
．
…
・
…
…
／

、
１
、
宅
地
、
山
林
、
原
野
等

（
農
地
以
外
の
土
地
）

ま
ず
初
め
に
昭
和
三
十
九
年

度
に
全
国
い
っ
せ
い
に
土
地

の
評
価
替
が
行
わ
れ
、
新
評
価

額
が
各
年
毎
に
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
新
評
価
額
と
昭
和
三

十
八
年
度
分
の
旧
評
価
額
を
対

比
し
て
上
昇
率
を
求
め
、
そ

の
上
昇
の
区
分
に
よ
っ
て
別
表

１
に
定
め
ら
れ
た
負
担
調
整
率

を
昭
和
四
十
年
度
分
の
各
筆
の

評
価
額
に
乗
じ
た
も
の
が
四
十

一
年
度
の
各
筆
の
固
定
資
産
税

の
課
税
標
罐
額
と
な
り
ま
す
。

２
、
農
地

四
月
一
日
か
ら
ご
存
じ
の
よ
ル
で
現
わ
す
こ
と
に
な
り
ま
し

う
に
メ
ー
ト
ル
法
が
完
全
実
施
た
・

と
な
り
、
田
畑
の
面
祇
な
ど
も
は
じ
め
の
う
ち
は
と
ま
ど
い

坪
（
歩
）
は
メ
ー
ト
ル
法
で

い
ま
ま
で
の
よ
う
に
町
、
反
、
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
一

畝
、
歩
（
坪
）
合
、
勺
な
ど
は
租
軸
岸
毒
筵
函
唾
釘
榊
ユ
罐
娃

使
え
な
く
な
り
、
平
方
メ
ー
ト
５
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

昭
和
三
十
九
年
度
に
新
一
評
価

額
が
各
筆
ご
と
に
定
め
ら
れ
ま

し
た
が
、
当
分
の
間
三
十
八
年

度
価
格
に
す
え
置
と
な
り
ま
し

た
。／

・
・
…
…
…
：
：
．
…
：
：
；
．
．
、

》
都
市
計
画
税
の
算
定
方
》

岬
法
は
１
１
（
高
岡
、
一

一
福
平
を
除
く
）

、
。
…
…
…
：
…
…
…
：
…
／

１
、
宅
地
．
山
林
、
原
野
等

（
農
地
以
外
の
土
地
）

固
定
資
産
税
の
場
合
と
同
じ

く
、
旧
評
価
額
と
新
評
価
額
と

対
比
し
て
、
上
昇
率
を
求
め
、

そ
の
上
昇
区
分
に
よ
っ
て
別
表

２
の
負
担
定
整
率
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、
四
十
年
度
課
税
標
準

額
に
乗
じ
て
算
定
し
ま
す
。

２
、
農
地

「

| (LI ( 'ﾖ定貢達秘'1 固
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十
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度
ま
で
四
十
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以
降

士
地
二
万
四
千
円
以
下
八
万
円
以
下

家
星
三
万
円
以
下
五
万
円
以
下

償
却
資
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十
五
万
円
以
下
三
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万
円
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の
通
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
上
げ

ら
れ
免
税
点
以
下
の
資
産
所
有

者
は
課
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

毎
月
才
三
日
曜
日

は
「
家
庭
の
日
」

子
ど
も
を
健
全
に
育
て
る
に

は
そ
の
家
庭
が
明
る
く
健
康
で

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
月
一
回
『
家
庭
の
日
』

を
設
け
て
、
こ
の
日
を
家
庭
の

だ
ん
ら
ん
の
日
と
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
す
べ
て
の
家
庭
が
、

よ
い
子
ど
も
を
育
て
、
家
族
み

納
税
組
合
長
大
会
開
く
／
，

組
合
八
、
個
人
二
十
名
を
表
彰

四
月
十
六
日
市
公
会
堂
に
お
◎
納
税
功
労
者

い
て
納
税
貯
畜
組
合
長
大
会
が
江
尻
多
森
（
本
町
三
）
、
十

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
津
川
辰
三
郎
（
高
砂
町
）
、
宇

日
ご
ろ
納
税
の
た
め
に
お
骨
佐
美
泊
（
大
和
町
四
）
、
洩
川

お
り
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
組
定
吉
（
台
高
萩
下
）
、
塚
本
喜

合
長
さ
ん
の
労
苦
を
ね
ぎ
ら
う

と
共
に
、
滞
納
の
な
い
明
る
い
七
郎
（
肥
前
山
こ
、
横
谷
卯

高
萩
市
建
設
の
た
め
に
毎
年
行
平
（
有
明
町
一
の
三
）
、
神
谷

わ
れ
る
こ
の
大
会
に
は
早
く
か
弘
（
宏
良
川
九
束
）
、
渡
辺

ら
組
合
長
さ
ん
を
始
め
、
来
賓
貞
（
安
艮
川
十
三
）
、
棚
谷

市
当
局
関
係
者
な
ど
会
場
い
つ
寛
（
山
手
）
、
鈴
木
道
夫
（
坂

ぱ
い
に
多
数
の
方
々
が
出
席
さ
佐
久
保
）
、
大
森
四
郎
（
秋
山

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
次
の
中
西
）
、
宇
佐
美
清
喜
（
秋
山

醍
罐
碓
祁
癖
輪
舜
蕾
蝿
醗
叡
華
中
西
）
、
柴
田
吉
平
（
行
人
塚

十
名
の
方
に
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
二
、
鈴
木
清
文
（
上
宿
）
、

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
寺
島
正
男
（
豊
栄
オ
ニ
）
、
大

◎
表
彰
納
税
貯
畜
組
合
部
善
維
寿
（
大
能
下
）
、
樫
村

本
町
四
、
北
町
十
、
高
浜
町

市
劃
中
戸
川
）
、
佐
左
木

三
の
二
、
有
明
町
才
一
、
さ
ざ
昭
（
牧
場
）
、
石
原
栄
蔵
（
横

な
み
、
肥
前
町
オ
ニ
、
仲
六
、

有
明
町
三
の
一
川
上
）
、
鈴
木
基
一
（
内
の
草
）

ん
な
が
幸
せ
に
暮
し
て
い
け
る

よ
う
に
し
て
行
く
た
め
に
現
在

「
県
民
運
動
」
を
進
め
ん
お
り

ま
す
、
ど
う
か
み
な
さ
ん
の
家

庭
で
も
月
に
一
度
は
家
族
全
員

で
顔
を
そ
ろ
え
て
、
家
庭
や
、

学
校
、
社
会
の
で
き
ご
と
な
ど

に
つ
い
て
話
し
あ
い
、
心
の
融

和
を
は
か
っ
て
、
相
互
の
理
解

を
深
め
、
協
力
し
あ
っ
て
明
る

い
健
康
な
家
庭
を
つ
く
る
こ
と

に
努
め
て
下
さ
い
。

＠
「
家
庭
の
日
」
で
と
り
あ
げ

ヲ
Ｑ
》
」
し
」
、

１
、
ぷ
ん
な
で
食
事
を

２
、
家
庭
の
中
を
美
し
く

３
、
家
事
を
み
ん
な
で

４
、
み
ん
な
で
楽
し
い
遊
び

５
、
み
ん
な
で
話
し
あ
い

－440－
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国民年金だより

◎福祉年金の定時届は6月15日までに市役所へ

毎年6月に1 1｢'1この届（所得状況、扶養義務者の状況を

調べるもの〕をすることになっておりますが、 この届尭出

さないと、本年度の裁定ができなし･ので、 9月支給分から

の年金を支給することができなくなり、ご迷惑がかかるこ

とになりますから、 5月分の年金を郵便局から受取ったら

直ぐ､､市役所にこの刑出をしてください。

持参するものは．“…年金証書

｜そ|」 鑑（年金を受取ったとき使用
のもの）

◎拠出制の国民年金に未加入の方は必ず加入手

続をしてください。

20才以上55才（本年）未満の人で、他の年金に加入して

いない人は全部加入手続を済ませて、将来の生活保障を打

立てておきましょう。

◎任意加入の道をご利用ください．

昭和44年4月2日以後に生れた人（本年55才未満）で

㈹他の公的年金制度の加入者の配偶者㈲他の公的年

金制度の受給権者およびその配偶者㈲高等学校の生徒

や大学の学生などの人たちは、国民年金の給付を受けたい

と希望すれば加入ができます。希望の方は申出でください。

◎保険料は必ず期限内に完納してください

将来老令年金の受給や、不慮の事故により障害年金の受
給のとき保険料を滞納してし、ると、せっかくの年金も受
けられなくなります。あなたのためです。充分注意して納
めてください。保険料は、 2年間滞納していると、その期
間は時効によって納められなくなり無効となります。
なお、保険料は、昭和42年1月分から月100円あて値上
りしますので、いまから準備しておいて下さい。

昭
和
四
十
年
の
火

災
の
統
計
か
こ
の
ほ

ど
次
の
よ
う
に
ま
と

ま
り
ま
し
た
。

下
記
の
表
で
お
わ

か
り
の
よ
う
に
全
国

で
も
当
市
で
も
例
年

に
な
く
火
災
の
多
い

年
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
こ
の
原
因
を

調
べ
て
み
ま
す
と
一

番
多
い
の
は
「
タ
バ

コ
」
、
矛
二
に
「
も

て
遊
び
」
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
当
市
の

場
合
は
「
煙
突
の
過

熱
か
ら
起
っ
た
原
因

が
一
番
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。

こ
れ
か
ら
農
繁
期

を
迎
え
、
農
家
に
と
っ
て
は
？

労
仙
に
追
わ
れ
，
家
を
留
守
に

す
る
と
き
が
多
く
な
り
ま
す
、

疲
労
か
重
り
つ
い
火
の
元
に
汕

断
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

火
の
元
の
確
認
は
家
族
力
を

合
せ
て
、
念
に
は
念
を
入
れ
て

下
さ
い
。

子
供
の
火
遊
び
に
注
意

多
忙
に
つ
い
忘
れ
が
ち
な
の

が
お
子
さ
ん
達
：
…
、
。
マ
ッ
チ

ラ
ィ
タ
ー
は
子
供
の
手
の
届
か

ぬ
と
こ
ろ
に
保
管
し
て
下
さ
い

全
国
の
火
災
発
生
原
囚
を
み
て

も
子
供
の
火
遊
び
か
ら
の
火
災

は
才
二
番
目
に
多
く
な
っ
て
お

り
ま
す

全

国

件
数
壹
、
老
五

損
害
四
二
億
円

割
工
計

二
．
こ
く
一
一
万
円

高
急
市

一
一
一

＝

昭
和
四
十
年
度
か
ら
始
め
ら
れ

た
、
農
免
道
路
整
怖
事
業
に
つ

い
て
高
萩
市
と
し
て
、
手
綱
農

道
を
こ
の
事
業
に
採
択
し
て
道

路
の
繋
備
を
図
ろ
う
と
．
県
及

国
に
対
し
て
陳
情
を
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
事
業
は
旧
軌
道
蚊
を
、
農

業
用
道
路
と
し
て
雛
附
す
べ
く

早
く
か
ら
計
画
さ
れ
て
お
っ
た

も
の
で
す
が
、
種
之
の
都
合
で

出
来
得
な
か
っ
た
も
の
で
す
が

今
般
こ
の
地
区
の
重
要
道
路
で

あ
る
と
言
う
見
地
か
ら
、
関
係

の
皆
さ
ん
に
ご
相
談
い
た
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
以
前
に
お
い
て

日本脳炎の予防接種のお知らせ
０
１
日
■
Ｖ
４
Ｙ
ｌ
８
Ｖ
ｆ
０
１
７
９
１
Ｕ
７
０
ｊ
■
Ｉ
Ｙ
ｆ
６
８
Ｖ
０
４
■
■
７
０
人
■
Ｉ
Ｙ
ｆ
ｌ
■
７

日
本
脳

炎
の
流
行

期
（
七
月

’
九
月
）

が
近
づ
い

て
き
ま
し

た
の
で
予

防
対
策
と

し
て
予
防

接
種
を
次

の
日
程
に

よ
り
実
施

し
ま
す
の

で
希
望
者

は
う
け
て

下
さ
い
。

①
接
種
を

う
け
る

か
た

州
満
一

才
以
上

の
者

同
小
中

学
校

生
徒

は
学

校
に

お
い

農
免
道
路
整
備
事
業
を
ｌ
Ｉ
ｊ

|4 611"､-予防:|f種予
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「伽

壁
崎
厩

て
希
望

を
と
り

ま
と
め

実
施
し

ま
す
ノ
。豆

悶
L－1
1堂膿’

ｎ
判
如
元

’

1

国
へ
陳
情

は
色
々
事
情
か
あ
り
ま
し
た
が

今
回
話
し
合
っ
た
と
こ
ろ
、
こ

の
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
初
か

ら
開
発
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
是
非
之
が
笑
現
に
努

力
す
る
と
言
う
意
見
の
一
致
を

み
ま
し
て
、
早
速
県
及
国
に
対

す
る
艸
怖
と
採
択
さ
れ
た
場
合

の
地
元
の
体
制
を
固
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
す
と

二
、
三
ヶ
年
計
画
で
、
延
長
二

四
七
○
米
、
巾
員
六
・
五
米
の

立
派
な
道
路
と
水
路
橋
梁
の
整

備
が
完
全
に
な
さ
れ
る
わ
け
で

あ
り
ま
す
。

’
②
初
め
て
受
け
る
方
へ

㈹
二
回
接
種
を
》
う
け
る

㈲
前
回
二
回
う
け
て
い
る
方

は
一
回
接
種
を
う
け
る

③
料
金

’
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些卿

開
９一日

１「ｌ
と能小

," I 61 '1[･鯉

一
人
Ｌ
・
岬
人
一
市
へ

・ン定

方へ

一
，
Ｍ
劇
‐
Ｉ
塊
バ
ー
｜

ｑＩ

０句ｆｆ

１

可

Ｉ

坐

二

１

１

「

ｉ
ｌ
ｌ
郡

１
１
－
「

両
志
一
』
叶
一
旧
躁

土
地
所
有
関
係
者
の
特
段
の
協

力
を
望
む
次
矛
で
す
。

尚
こ
の
事
業
は
県
営
事
業
で
あ

り
ま
す
の
で
。
常
設
委
員
及
び

関
係
者
と
協
議
致
し
次
の
県
営

土
地
改
良
事
業
申
請
人
を
立
て

て
、
県
に
対
す
る
申
請
手
統
き

事
務
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

採
択
後
は
早
期
に
工
事
に
着
手

よ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

県
営
土
地
改
良
事
業
施
行
申
請

人
（
農
免
道
路
整
仙
事
業
）

１
ｕ

川
辺
一
郎
白
土
豊
次
郎

大
越
次
雄
斉
藤
勇
夫

滝
寅
松
富
田
菊
之
助

黒
沢
敬
喜
下
山
田
栄
三
郎

小
島
英
雄
篠
原
新
之
助

小
島
正
義
鈴
木
敬
次
即

白
土
西
下
山
田
定
夫

鈴
木
光
男
鈴
木
已
之
太
郎

舟
生
亀
代
小
野
英
次
郎

鈴
氷
先
夫
皆
川
章

！
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ

一
回
ご
と
一
五
○
円
で
す

④
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
方

熱
が
あ
る
、
心
臓
、
じ
ん
臓

結
核
”
糖
尿
、
肝
臓
な
ど
の

病
気
の
あ
る
者
、
姫
産
婦
、

1
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４

４

１

１

１

１

１

１
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ｌ
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Ｉ
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像
二’
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宝
石
の
街
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

散
在
す
る
風
車
小
屋

パ
リ
ー
と
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
ま
で
空
路
一
時
間

空
か
ら
見
た
こ
の
地
方
は
ま
こ

と
に
平
坦
の
大
平
原
・
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
・
ダ
ム
は
世
界
で
有

名
な
宝
石
の
街
で
、
こ
れ
は
領

土
内
に
あ
る
宝
石
を
集
め
、
各

国
に
輸
出
す
る
か
ら
だ
。
首
都

ハ
ー
グ
ま
で
は
バ
ス
で
一
時
間

を
要
し
た
こ
の
へ
ん
一
帯
は

湿
地
帯
が
多
い
の
で
縦
横
に
ク

リ
ー
ク
が
走
っ
て
い
る
。
こ
の

湿
地
帯
の
水
を
ク
リ
ー
ク
に
排

水
し
て
立
派
な
乾
地
と
し
て
放

水
の
悪
い
欧
洲

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
一
日

三
○
○
円
で

つ
け
く
わ
え
て
欧
洲
全
土
の

水
は
悪
い
、
出
発
す
る
時
土
浦

市
長
よ
り
注
意
を
う
け
た
が
、

あ
ま
り
の
ど
が
渇
い
た
の
で
レ

ス
ト
ラ
ン
で
他
の
お
客
が
盛
ん

に
ア
イ
ス
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
の

ん
で
い
る
の
で
、
私
も
の
ん
だ

が
夜
に
な
っ
て
腹
痂
を
お
こ
し

た
〕
パ
リ
ー
で
は
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

オ
ー
タ
ー
と
い
っ
て
水
を
売
っ

て
い
る
が
、
割
合
に
高
く
邦
価

に
直
し
て
一
日
三
○
○
円
位
の

水
は
飲
ん
で
し
ま
う
。
水
の
飲

め
な
い
の
に
は
一
同
閉
口
し
た

欧
米
を
旅
し
て

市
長
安
村
篤

牧
し
て
い
る
聾
い
ま
は
牧
畜
の

ざ
か
ん
な
こ
と
と
パ
タ
ー
の
産

地
と
し
て
欧
洲
オ
ー
で
あ
る
。

有
明
な
昔
な
が
ら
の
風
車
も
記

念
物
と
し
て
所
全
に
残
っ
て
い

る
。

人
口
密
度
世
界
第
一
の
オ
ラ

ン
ダ

面
積
は
我
が
国
の
九
洲
よ
り

小
さ
い

オ
ラ
ン
ダ
は
我
九
洲
の
宮
崎

県
を
除
い
た
程
度
の
小
国
で
面

積
三
万
三
千
二
百
万
で
密
度
は

世
界
才
一
高
い
。
オ
ラ
ン
ダ
は

北
海
と
ラ
イ
ン
河
に
よ
り
形
成

さ
れ
た
デ
ル
タ
地
帯
に
位
置
し

全
般
的
に
低
地
で
東
南
部
に
僅

か
に
丘
陵
地
帯
が
あ
る
が
、
そ

の
最
高
標
も
三
三
○
米
に
す
ぎ

な
い
、
そ
し
て
一
米
以
下
の
地

が
全
国
の
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
、

海
面
以
下
が
二
五
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
醗
低
部
は
海
面
六
米
以

下
で
あ
る
。
砂
地
が
全
国
の
半

分
以
上
を
占
め
て
い
る
。

土
地
の
利
用
は
牧
畜
三
七
パ
ー

セ
ン
ト
、
農
耕
三
三
パ
ー
セ
ン

ト
、
森
林
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
工

場
地
帯
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の

他
湖
沼
、
河
川
、
運
河
七
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
地
位

は
北
緯
五
○
度
四
五
分
で
樺
太

の
位
地
に
当
る
が
、
暖
流
の
関

係
で
気
候
温
和
で
あ
る
。 【七】

オ
ラ
ン
ダ
の
盛
衰
の
源

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
と
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
の
二
港

オ
ラ
ソ
ダ
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
が
首
府
で
あ
る
と
い
う
の
と

ハ
ー
グ
が
首
府
で
あ
る
と
い

う
の
と
い
ず
れ
が
首
府
か
は
っ

き
り
し
な
い
珍
ら
し
い
国
だ
。

こ
れ
は
国
王
関
係
が
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
で
、
政
府
は
ハ
ー
グ
に

あ
る
か
ら
だ
。

オ
ラ
ン
ダ
が
今
日
の
如
く
発

展
し
た
所
以
は
、
欧
洲
矛
一
の

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
と
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
二
港
が
あ
り
、
ラ
イ
ン

川
左
中
心
に
、
千
ト
ン
以
上
の

船
舶
の
航
行
が
出
来
る
河
川
が

千
七
百
粁
も
あ
り
、
欧
洲
矛
一

の
貨
物
の
集
散
地
で
あ
る
か
ら

だ
。
又
国
土
の
拡
張
に
力
を
注

い
で
大
き
な
干
拓
事
業
を
千
年

計
画
で
起
し
て
い
る
。
干
拓
の

は
じ
め
は
今
か
ら
八
百
年
前
の

十
二
世
紀
頃
か
ら
は
じ
め
ら
れ

実
に
世
界
に
類
の
な
い
事
業
で

あ
る
。一

五
世
紀
頃
、
湖
沼
を
干
拓

し
て
肥
沃
な
る
耕
地
二
○
万
エ

ー
カ
‐
‐
を
造
り
上
げ
二
十
世
紀

に
至
り
、
更
に
大
規
模
な
計
画

を
た
て
、
一
八
九
一
年
オ
ヲ
シ

ダ
の
心
臓
部
に
北
海
か
ら
く
い

こ
ん
で
い
る
約
八
六
万
エ
ー
カ

ー
の
水
面
を
持
つ
ゾ
ル
デ
ル
海

を
入
口
の
と
こ
ろ
か
ら
北
海
を

国
土
開
発
に
全
力

五
五
万
エ
ー
カ
に
及
ぶ
干
拓

工
事

遮
断
し
、
そ
の
中
で
干
拓
を
行

う
こ
と
と
し
た
。
一
九
二
七
年

ゾ
ル
デ
ル
海
の
入
口
を
ふ
さ
ぐ

全
長
三
二
粁
に
及
ぶ
堤
防
構
築

が
は
じ
め
ら
れ
一
九
三
二
年
に

完
成
し
た
。
巾
百
メ
ー
ト
ル
で

こ
の
堤
防
の
上
は
、
快
適
な
自

動
車
道
路
と
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
北
方
プ
リ
ス
ラ
ン
ド
地
方

は
、
北
ポ
ー
ラ
ン
ド
洲
と
直
結

し
多
く
の
利
便
が
与
え
ら
れ
、

三
浦
半
島
と
房
総
半
島
を
堤
防

で
結
ん
だ
と
同
じ
に
な
る
。
か

く
し
て
陸
地
か
ら
の
河
水
の
流

入
水
に
よ
り
淡
水
化
ざ
れ
現
在

は
ア
イ
セ
ル
湖
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
こ
の
ア
イ
セ
ル
湖
を
干
拓

し
て
五
五
万
エ
ー
カ
ー
が
陸
地

と
な
る
予
定
で
全
計
画
の
完
成

は
一
九
八
○
年
末
と
い
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
干
拓
地
は
全
部
水

面
よ
り
低
い
の
で
、
排
水
路
を

全
部
つ
な
ぎ
水
の
溢
れ
る
の
を

排
水
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

こ
の
干
拓
工
事
は
実
に
枇
界
オ

ー
で
あ
っ
て
八
郎
潟
の
干
拓
等

の
数
十
倍
に
当
っ
て
い
る
。
私

等
は
こ
の
視
察
を
充
分
な
し
得

な
か
っ
た
こ
と
を
は
な
は
だ
孜

念
に
思
っ
て
い
る
が
、
国
士
の

狭
い
国
は
か
く
し
て
美
国
を
造

り
、
或
い
は
工
場
敷
地
か
造
っ

て
い
る
．
吾
が
国
等
も
今
後
干

拓
又
は
開
拓
す
る
国
士
は
ま
だ

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
あ
る
か
ら

為
政
者
は
大
い
に
意
を
も
ち
い

て
国
土
の
開
発
に
全
力
詳
一
傾
注

す
べ
き
で
あ
る
と
思
っ
た
。
私

等
は
ハ
ー
グ
の
都
市
連
盟
を
訪

ね
た
が
、
欧
洲
方
面
の
各
都
市
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訪
問
に
便
宜
を
計
っ
て
も
ら
つ
や
ア
コ
ー
デ
オ
ン
を
持
っ
た
芸

た
し
、
ホ
テ
ル
で
は
我
々
一
行
人
が
唄
っ
て
い
た
の
に
は
感
激

を
観
迎
す
る
た
め
食
事
中
約
一
し
た
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や
七
月
一
日
現
在
で
『
商
業
調
査
員
事
業
所
調
》》

《
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

》

》
□
す
べ
て
の
商
店
、
事
業
所
に
七
月
一
円
か
ら
五
円
こ
ろ
《

辞
ま
で
に
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
順
》》
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グ
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’ 一
、
受
強
資
格

明
春
高
校
卒
業
の
男
子

二
、
琴
．
付
期
間

七
月
五
日
（
土
）
よ
り
七
月

二
十
五
日
（
月
）
主
で

三
、
矛
一
次
試
航

九
月
二
十
五
Ｈ
（
日
）

四
、
才
一
次
武
験
合
格
発
表

十
月
二
十
一
日
（
金
）

五
、
矛
二
次
試
験

十
月
下
旬
’
十
一
月
上
句

六
、
岐
終
合
峅
発
表

十
二
月
六
Ⅱ
（
火
）

く
わ
し
く
知
り
た
い
方
は
、

高
萩
税
務
器
総
務
録
ま
で

電
詰
高
萩
（
○
二
九
三
二
）

二
二
六
五
（
代
表
）

採
用
試
険
に
合
格
さ
れ
た
，
万

は
一
年
間
税
務
大
学
校
（
東
京

都
に
あ
り
ま
す
）
で
、
研
修
を

う
け
て
か
ら
、
各
税
務
署
に
配

置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

税
務
署
職
員
の
採

用
試
験
の
ご
案
内
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